
毎月2回（1日・15日）発行

主 な 内 容
◇自治会連合会会長を紹介	 （2面）
◇職員採用試験	 （3面）
◇小・中学生の夏休み体験イベント	（4面）
◇上地区農園ハイク	 （4面）
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紙面アンケート
スマホから
1分で回答

　

ま
ば
ゆ
い
日
差
し
に
新
緑
が
輝
き
、
心

地
よ
い
風
が
吹
く
─
─
。
自
然
と
外
に
足

が
向
く
よ
う
な
、
ま
さ
に
山
登
り
の
ト
ッ
プ

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
た
。

　
「
本
格
的
な
登
山
は
不
安
だ
な
」
と
い
う

人
も
ご
安
心
を
。
市
内
で
は
、
標
高
２
０
０

～
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
気
軽
な
低
山
ハ

イ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
る
。
そ
の
一
つ
、
千
村

地
区
の
頭
高
山
は
、
こ
の
春
、
さ
ら
に
歩
き

や
す
く
な
っ
て
ハ
イ
カ
ー
を
迎
え
入
れ
る
。

　

山
頂
ま
で
の
道
中
に
施
さ
れ
た
の
は
、

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
舗
装
。
程
よ
い
ク
ッ
シ
ョ

ン
性
が
、
歩
く
人
の
疲
労
感
を
軽
く
す
る
。

素
材
に
は
、
各
地
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
ナ
ラ
枯
れ
」
の
被
害
に
遭
い
、
放
っ
て
お

け
ば
倒
れ
る
危
険
性
が
あ
る
木
々
を
再
利

用
し
た
。

　
「
山
登
り
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
い
う

人
を
尻
込
み
さ
せ
る
の
が
、
ヤ
マ
ビ
ル
の
存

在
。対
策
と
し
て
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
舗
装
に
は
、

も
う
ひ
と
工
夫
が
。
つ
な
ぎ
に
使
わ
れ
て
い

る「
の
り
」に
は
、
ヒ
ル
の
嫌
う
成
分
が
含

ま
れ
て
い
て
、
ハ
イ
カ
ー
の
足
元
を
守
る
。

　

適
度
に
汗
を
か
い
て
登
り
き
る
と
、
山

頂
で
は
新
た
な
景
色
が
お
出
迎
え
。
枯
れ

た
木
々
の
伐
採
で
、
丹
沢
の
山
々
を
一
望
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
石
三
鳥
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
舗
装
で
、
魅

力
が
増
し
た
頭
高
山
。
今
月
18
日
に
は
市

植
樹
祭
の
会
場
と
な
り
、
伐
採
で
樹
木
が

減
っ
た
分
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
や
ミ
ツ
マ
タ
な

ど
、
１
５
５
本
が
植
え
ら
れ
る
予
定
だ
。
新

た
な
木
々
と
舗
装
路
が
彩
る
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
、
ぜ
ひ
最
高
の
シ
ー
ズ
ン
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
。問

い
合
わ
せ

森
林
ふ
れ
あ
い
課
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1山頂の眺望。気楽に行えるハ
イキングとはいえ、絶景を前に
すれば達成感もひとしお　2坂
道には階段を新調。丸太を使っ
た手すりがハイキングをサポー
ト　3道中の木々からは、きら
きらと木漏れ日が差す　4敷き
詰められたウッドチップ。木材
の再利用で地球温暖化対策にも
貢献　5山頂にある東屋には、
新しい丸太いすを設置

 Photos

絶
景
へ
の
道
の
り
は

優
し
い
足
元
で
し
た
。

頭高山の
ウッドチップ舗装

誕生


